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Value System ServicesValue System Services

中小企業基幹業務システム導入活用の勘所中小企業基幹業務システム導入活用の勘所

株式会社　バリューシステムサービス
福岡市中央区舞鶴３丁目１－２２　　萬翠ビル３階

〒810-0073　　TEL092(771)9934　　FAX092(771)9935

URL : http://www.vssweb.co.jp/

第1回　ｅビジネス２００２

２００２年１０月

ｅビジネス　ミニセミナーＡ

1  1  会社概要会社概要

平成　６年９月 有限会社バリューシステムサービス設立

　　　　　　　　　　　（福岡市中央区大名）

平成１３年８月　株式会社に組織変更

平成１４年３月 現所在地（福岡市中央区舞鶴）に事務所移転

現在　福岡県・東京で約３０社以上にシステムを導入

ユーザー企業に継続的なサポートを実施中

Value System Services

『中小企業の情報化を支援することを目的に設立』『中小企業の情報化を支援することを目的に設立』
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2  2  自立型中小企業自立型中小企業
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中小企業の約６０％が経営革新に取り組んでいる中小企業の約６０％が経営革新に取り組んでいる

新商品開発

新技術開発

既存製品の改良

多角化

業種転換

新しい販売・顧客管理・社内管理
等の手法の導入

共同販売体制の導入・移行

共同生産体制の導入・移行

社内体制における新体制の導入・
移行

製造工程改革

海外進出

新宣伝戦略の導入

その他

「最も力を入れた活動内容」「最も力を入れた活動内容」

10% 30%20%
中小企業庁「企業経営革新活動実態調査」(2001年12月)

3  3  基幹業務システムとは？基幹業務システムとは？

Value System Services

・企業活動そのもの

・情報は会計（決算書）につながる

すべての企業で必須のシステムすべての企業で必須のシステム

情報系と基幹系に分けて考える情報系と基幹系に分けて考える

情報系：日 Ｉ々Ｔ革新で変化

　製品の使用目的が明確でない

　電子メール、グループウェア、ＣＲＭなど

基幹系：日々の業務をシステム化

　販売管理、会計、給与計算など
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4  4  コンピュータの変遷コンピュータの変遷

Value System Services

１９８０年代 １９９０年代 ２０００年代

汎用機

オフコン

パソコン PC-LAN

集中 分散 統合

ハードウェアコスト

の低減

ネットワーク

台
数
シ
ェ
ア

ビジネススピード

の向上

業務効率の追求

Windows

インターネット

5  5  中小企業の現状中小企業の現状

Value System Services

・システム関連の人材不足

・システム導入・運用のコスト高

情報化が進展していない情報化が進展していない

システムの構築・導入について不慣れシステムの構築・導入について不慣れ

・アドバイスを行う専門家が少ない

・自社システムに不満がある（７３．２％）
「（財）全国中小企業情報化促進センター平成１１年２月」

形だけのＩＴ導入形だけのＩＴ導入

・パソコンばら撒きで使用目的が不明瞭

・パソコン操作習得に熱中⇒業務効率ダウン
パソコン操作と情報処理は違う
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教育、経験

低価格化
高機能化

ワープロ、表
計算、業務シ
ステムなど

6  6  コンピュータシステムとは？コンピュータシステムとは？
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バランスの取れた導入・運用が必須バランスの取れた導入・運用が必須

ソフトウェアソフトウェア

ハードウェアハードウェア

情報リテラシー情報リテラシー
((利用技術）利用技術）

7  7  中小企業システムのあるべき姿中小企業システムのあるべき姿
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・人任せにせずシステムのあるべき姿を理解する

・ステップ毎のゴールを設定する

経営トップのリーダーシップ経営トップのリーダーシップ

バランスの取れた導入計画バランスの取れた導入計画

・ハードウェア、ソフトウェア、情報リテラシー（利用技術）

基幹業務の構築基幹業務の構築

・企業の背骨となる基幹業務システム構築を最優先する

・すべての情報を基幹業務へつなげる
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8 8 こんなシステムを使ってませんか？こんなシステムを使ってませんか？
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中小企業にとっての既存システムの問題点中小企業にとっての既存システムの問題点

・大型コンピュータまたはオフコンで設計された業務システ
　ムのコンセプトを流用しているために中小企業のビジネス
　形態に対応していない

・縦割り部門組織をシステム化

・部門毎にサブシステムを利用

部門毎のデータ２度入力などで運用コスト高となる部門毎のデータ２度入力などで運用コスト高となる

売上管理

売掛管理

在庫管理 仕入管理

買掛管理会計

9   9   これからのシステムこれからのシステム
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求められるシステム要件求められるシステム要件

1. 個別の利益管理⇒⇒受注時に粗利確保

2. 確実な回収業務⇒⇒取引個別の検収、入金管理

3. 受注機会を作り出す仕組み⇒⇒過去データの活用

4. 情報の即時性（リアルタイム）⇒⇒締処理不要

5. 運用コストの低減⇒⇒２度入力ナシ

6. スパイラル型のシステム構築⇒⇒利用現場の参加

業務知識と導入経験豊富なシステム会社の
サポートで実現可能
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10   10   システム・モデルシステム・モデル
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取引状況がひとめでわかるシームレスなシステム取引状況がひとめでわかるシームレスなシステム

Øビジネスプロセスの統一

Øビジネススピードの向上

売上管理

売掛管理

在庫管理 仕入管理

買掛管理会計

生産管理 外注管理
連携から
　　　統合統合へ

11  11  いくらかかる？いくらかかる？
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導入コスト導入コスト

・パッケージの導入⇒⇒サポート費用が必要

　　　　　　　　　　自社に合わない場合運用コストがかかる

　　　　　　　　　　パッケージの変更は高額または不可能

・自社開発　　　　⇒⇒システム構築の経験が少ない

・外部に委託　　　⇒⇒業者により価格がまちまち

運用コスト運用コスト

・業務に合わないシステムは人件費が増える

・環境に対応するためにシステムに変更が必要になる。

導入コスト＋運用コスト=システム導入コスト＋運用コスト=システム



7

12   12   価格セグメント価格セグメント
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Ａ：スタンドアロン・パッケージ（変更不可、別途指導料必要、運用コスト高）

Ｂ：ＬＡＮ対応パッケージ（変更高価、別途指導料必要、運用コスト高）

Ｃ：特注ソフト（外注内容により価格変動）

Ｄ：ＥＲＰパッケージ（大企業向けの世界標準システム）

Ｘ：弊社提供システム（コンサルから運用指導まで含む）

１台 ５０台 クライアント台数
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イージーオーダー対
応で短期間・低コスト
の導入が可能

13  13  ＩＴトータルソリューションＩＴトータルソリューション
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中小企業中小企業ＩＴＩＴトータルソリューションの新ブランドトータルソリューションの新ブランド

b-BreBs
ビー・ブレブス

b-BreBs Method
中小企業でシステム導入する際の進め方をまとめた方法論

b-BreBs System
ビジネススピードの向上を目的とした業務システム

b-BreBs Service
システムの円滑な運用をサポートするサービス

Small business - Business rule engine for Business speed


